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あらまし：本研究では，学級経営における相互理解を促す学級日誌を提案した．具体的には，e ポートフ

ォリオシステムの優位性に注目し，e ポートフォリオシステムを用いた相互理解を促す電子的な学級日誌

（以下，e 学級日誌）とその活用方法を明らかにし，その方法に基づくシステムを用いた e 学級日誌の実

践とその評価を行った．その結果，e 学級日誌を活用することで相互理解が促進されることが示唆された． 
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1. はじめに 

近年，初等中等教育において学級経営の充実を図

ることが求められており，学級経営においては，教

師と児童生徒の信頼関係，児童生徒間の好ましい人

間関係を育てることが重要とされている(1)．つまり，

教師と児童生徒，児童生徒間の相互理解が重要であ

ると言える．しかし，現代の子どもたちはコミュニ

ケーション能力の低下による，家庭や学校，学級で

の人間関係の築き方の不全が言われており(2)，児童

生徒の人間関係の希薄化が問題になっている（問題

点①）．また，学級経営において児童生徒間の人間関

係形成を行い良好な関係を築かせる取り組みはある

ものの，児童生徒間だけでなく，教師と児童生徒，

保護者と児童生徒といった学級，学校単位でのコミ

ュニティの形成は十分になされていない（問題点②）． 

一方で，学級経営を充実させるための手段の一つ

として，学級日誌の活用がある．学級日誌は，一般

的に，日直などの当番がその日の出来事や活動内容

を記録することで，毎日の記録が学級内での生活を

振り返る際に利用され，さらに当番を交代すること

で，学級内での他者の考えを理解することになると

されており(3)，相互理解が促進されると考えられる．

しかし，多くの学級日誌は紙ベースであるという性

質上，日直などの一部の児童生徒が 1 日の出来事を

記して，教師に提出してフィードバックをもらうの

みであり，限られた児童生徒のみの閲覧，書き込み

となってしまうため（問題点③），相互理解を促すた

めの有効なツールとなっていないという現状がある． 

そこで，本研究は，先の問題点を解決するために，

学級経営における相互理解を促す学級日誌を提案す

ることを目的とし，e ポートフォリオシステムの優

位性に注目する．e ポートフォリオシステムは，情

報通信ネットワークを通していつでもどこでも電子

的に学習成果物や評価等の学びの記録を蓄積・閲覧

できるシステムであり，学校内外の人々との密な相

互作用を通し，学びのコミュニティの構築が期待で

きる（4）．よって，本研究では，学級日誌（以下，e

学級日誌）を e ポートフォリオシステム上で電子的

に扱い，活用する方法について提案し，さらに，こ

の提案に基づくシステムを用いた実践と評価を行う．  

2. 解決のための要件 

前章で示した問題点を解決するため，提案する学

級日誌には以下の要件が挙げられる． 

要件①：学級内外における相互作用 

教師と児童生徒，児童生徒同士などが互いに働き

かけ合うことで，何らかの影響を及ぼし合うことが

できる（問題点①に対応）． 

要件②：コミュニティの形成 

教師，児童生徒，保護者が一体となって，学級や

学校という一つのコミュニティを形成することがで

きる（問題点②に対応）． 

要件③：自由な閲覧，投稿 

児童生徒は，学級日誌にいつでもどこでも閲覧，

投稿ができる（問題点③に対応）． 

  

3. e学級日誌の提案 

3.1 e学級日誌の活用方法 

前章で挙げた要件をもとに，相互理解を促す e 学

級日誌の活用方法を提案する（図１）． 

e 学級日誌の活用においては，日直，児童生徒，

担任教師，保護者，担任以外の教師（他教師）の 5

つの役割がある．日直は，e 学級日誌上にその日の

出来事（各授業の内容，まとめ等）を記録するペー

ジを作成する（図１- ①）．日直，児童生徒，担任教

師はそれぞれ，作成されたページにネットワークを

通じてアクセスし，その日に学校で起きた出来事や

感じたことなどをテキストや写真等で e 学級日誌に 

図 1 e 学級日誌の活用方法 
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随時投稿したり，他者の投稿した出来事に対して返

信したりする（図１- ②③④）．これらの閲覧，投稿

は，日直以外であってもいつでもどこでも可能であ

り（要件③に対応），学級内で共有されるため，自分

の出来事だけでなく，他の人の出来事や，同じ出来

事でも客観的な視点から物事を見ることができ，そ

れに関わる意見を交換し合うことで，相互作用が得

られる（要件①に対応）．日直は，1 日の最後に，そ

の日の活動や内容を担任以外の教師や保護者に公開

するために，まとめのページを作成する（図１- ⑤）．

担任教師は，日直の作成したまとめページをチェッ

クし，担任以外の教師や保護者への公開設定を行う

（図１- ⑥）．担任以外の教師，保護者が e 学級日誌

にアクセスすることで，学校や学級での様子や活動

を知ることができ，学級全体さらには学校全体で一

つのコミュニティを構築することができる（要件②

に対応）． 

3.2 e学級日誌の機能 

e 学級日誌の活用方法を実現する上で必要な機能

として，既存の学級日誌の機能，電子化する上で必

要な機能，要件を満たすために必要な機能の抽出か

ら，e 学級日誌の機能を決定した．また，e 学級日誌

は，e ポートフォリオシステムを用いるため，決定

した機能に対して，e ポートフォリオシステムを効

果的に活用するための活動である「e ポートフォリ

オ活動(5)」を対応付けた（表１）．この結果，e 学級

日誌は，学級日誌としての役割を保ちつつ，e ポー

トフォリオシステム活用による効果を得ることがで

き，e 学級日誌の活用方法に基づいて活動すること

自体が e ポートフォリオ活動になると言える． 

 

4. 実践 

4.1 対象  

2015 年 11 月～12 月を期間とし，Ａ大学の同じゼ

ミに所属する大学生及び大学院生 11名と指導教員 1

名の計 12 名を対象に実践を行った． 

4.2 実践内容 

本実践では，e 学級日誌をオープンソースの e ポ

ートフォリオシステム Mahara
(6)上に実装し，e 学級

日誌の活用方法に基づいて活動を行った．なお，今

回は大学生及び大学院生が対象のため，役割として

日直，児童生徒，担任教師の三つの役割を与え，日

直は交代制として学級日誌を作成した． 
 

5. 評価 

5.1 評価方法 

e 学級日誌を活用することで相互理解を促進でき

るかどうかを明らかにするために，実践最終日に，

相互作用に関する項目 6 項目，コミュニティの形成

に関する項目 7 項目（4 件法）の全 13 項目で構成し

た質問紙による調査を実施した． 

5.2 結果と考察 

質問紙の結果について，二項検定を行ったところ，

相互作用に関して，「e 学級日誌に書かれている内容

に関して，e 学級日誌外でコミュニケーションをと

るようになった（p < .05）．」など 5 項目，コミュニ

ティの形成に関して，「研究室として一体感が高まっ

た（p < .01）．」，など 6 項目で有意差が認められた．

これらの項目はすべて肯定的であった．このことか

ら，e 学級日誌を活用することで，相互作用の生起

と，コミュニティの形成ができる可能性が示唆され，

学級経営における相互理解を促進することに効果が

あることが示唆された． 

 

6. おわりに 

本研究では，学級経営における相互理解を促す e

学級日誌とその活用方法を提案し，提案に基づいた

システムを用いて実践と評価を行った．今後は，初

等中等教育の現場における実践を行い，e 学級日誌

の活用による効果について検証していく予定である． 
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表１ e 学級日誌の機能と e ポートフォリオ活動との対応 

機能名 機能の内容 e ポートフォリオ活動 対象者 

1 日の基本情報設定機能 その日の天気や気温，欠席者・遅刻者・早退者等の情報を記録する ─ 日直 

1 日の生活目標設定機能 その日の生活目標を記録する ゴール設定 日直 

1 日の予定表示機能 その日の時間割や行事の予定等を表示する ルーブリック確認 日直，児童生徒 

1 日の学習内容記録機能 各授業や行事等に対して学んだこと等を記録する 自己評価 日直，児童生徒 

1 日の出来事記録機能  その日に起こった出来事について自由に記録する 自己評価 日直，児童生徒 

1 日の良い点・反省点記録機能 その日にあった良い点，反省点を記録する 自己評価 日直，児童生徒 

教師フィードバック機能 教師からのフィードバックを記入する 教員評価 担任教師 

相互コメント機能 他者の学習内容，出来事，良い点と反省点に対してコメントする 相互評価 日直，児童生徒 

1 日のまとめ作成機能 学級外に公開するためのページを作成する セレクション 日直 

日誌閲覧機能 公開範囲に指定された人に対して日誌を公開する 公開 日直，児童生徒，担任教師，他教師，保護者 
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